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外国語に対する漠然とした憧れがあり、詩を読んだり書いたり

するのも好きだったので、大学に入る頃には、外国詩の研究者に

なりたいと思っていました。学部の１年生で、ホロコーストを生

きのびたパウル・ツェランの詩を読んで衝撃を受け、ドイツ文学

を専攻することにしました。その後、ベルリン自由大学に留学し

たとき、モダニズムの文学作品に出てくる舞踊イメージに興味を

持ち、その時代背景を調べているうちに、こんどは社会のなかで



舞踊や身体文化が果たす役割につ

いて考えはじめて、現在に至ってい

ます。2006 年に出版した『踊る身体

の詩学』（名古屋大学出版会）は、

ドイツ留学以降に取り組んできた、

舞踊と文学の相互的関係について

の研究をまとめたものです。哲学者

のニーチェや、詩人のリルケ、舞踊

家のヴィグマンらのテクストを分

析し、ドイツ語圏モダニズムにおい

て、舞踊が持ちえた歴史的・社会

的・文化的意味を検証しました。現

在では、研究対象を、舞踊から身体

文化の様々な領域に広げつつあります。最近では、最初の近代的

な女子体操であるメンゼンディーク体操の美学的・社会的意義、

表現舞踊家シャルロッテ・バラの宗教性、近代の輪舞表象の日独

比較、ドイツ語圏の表現舞踊と精神医学の関連、などをテーマに

論文の執筆や発表を行っています。また、同じ時代に見られる人

形的な身体について、演劇や舞踊、人形劇など、学際的な視点か

ら研究を進めています。             
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私はもともと踊りを習ってい

たわけではなく、舞踊や身体文化

に興味を持ち始めたのはほんの

偶然でした。モダニズムの詩人の

作品に、踊りのイメージがひんぱ

んに登場することに気がついて、

「どうしてなのだろう？」と素朴

な疑問を抱いたのです。当時は、

文学研究の立場から舞踊にアプ

ローチするという学際的な研究

はまだ始まったばかりで、日本に

帰って来ても、自分の研究テーマ

を説明するのに苦労しました。ド

イツでも、舞踊や身体文化の一次資料はほとんど整備されておら

ず、何もかも手探りでしたが、その分、新しい視点やテーマを発

見する喜びは大きかったように思います。 

著書『踊る身体の詩学』の 
表紙 

世界的な舞踊研究者 スーザ

ン・マニング教授講演会のポス

ター 



学問の方法にもいろんなスタイルがありますが、私は小さくて

素朴であっても、何か具体的な手ざわりのある問題から出発して、

試行錯誤しながら新しいものを発見していくというやり方を取っ

ています。また、そうして見出された新しいものは、ほんのかす

かにでも、何かの形で社会や人間の役に立つべきで、博士論文も、

そのようなものでなければならないと考えています。講演会など

の催しも、同じ思いで企画しています。学問には、知識や論理が

大切ですが、一方で、人間とはいったい何か、という根本的な問

いを、常に心のどこかに持っているような受験生を歓迎します。 

 


